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平成24年7月から活動を開始した木古内町の地域
おこし協⼒隊『はやぶさ03』が、平成27年度末の
新幹線木古内駅開業に向けての様々な取り組み状
況などを、町内外の皆様にお知らせします。

－ 官⺠が⼀体となって開業への盛り上げを本格化 －
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↑ 函館⼭を背景にした新型⾞両。「北海道上陸」を実感します。

エ ク ス プ レ スき こ な い

北海道新幹線 陸揚げ

「北海道新幹線⽊古内駅開業記念事業実⾏委員会」設⽴！

目前に迫った新幹線時代の到来を前に、開業に向
けた地域の盛り上げを一層高めていくため、10月22
日（水）に、関係30団体により「北海道新幹線⽊古
内駅開業記念事業実⾏委員会」が設⽴されました。

本委員会は、地域住⺠が⼀丸となって⽊古内駅の

開業を祝うと共に、新幹線駅を拠点とした渡島⻄

部・檜⼭南部地域の魅⼒やおもてなしの⼼を全国に

発信することを目的としており、近隣９町により構

成される「新幹線木古内駅活用推進協議会」も構成
員として参画しております。

H5系⾞両が北の⼤地へ初上陸！

北海道新幹線の新型⾞両(H5系)第1編成の先頭2両
分が10月13日(月)朝に函館港で陸揚げされ、同⽇昼
に歓迎セレモニーが開催されました。
ピカピカに輝く新型⾞両を前に、上陸地である函

館市内の保育園児が元気に「走れ超特急」の歌を合
唱。「道⺠の新幹線」の到着を歓迎しました。

今後、残りの⾞両も続々と上陸し、組⽴、点検等

を経ていよいよ12⽉には試験⾛⾏が始まります。

↑ 実⾏委員⻑に選任され、事業の進め⽅について考え⽅を

説明する⼤森町⻑。

事業期間は平成28年度末まで。今後、下記テーマに
基づき、アイデアの公募や町⺠参加型のワークショッ

プなどを開催することにより、魅⼒ある記念事業の内

容を検討して参ります。詳しくは、町政広報11月号の
折込紙、または木古内町役場HPをご覧ください。

↑ 記念事業のアイデア募集⽤紙が町政広報11月号で配布さ
れました。

① 新幹線や開業を題材にしたもの。
② ⽊古内を始めとする渡島⻄部,檜⼭南部の魅⼒
やおもてなしの心を全国に発信するもの。

③ 東北や関東とのつながりや広がりを感じさせ
るもの。
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エ ク ス プ レ スき こ な い

www.facebook.com/kikonai.hayabusa03

私たち≪はやぶさ０３≫の活
動をfacebookページで発信
しています。Facebook未登
録の方でも閲覧できます。

道南⻄部９町の広域観光情

報を「旬感・千年北海道」

のホームページとfacebook
ページで発信しています。

1000nen-hokkaido.com

www.facebook.com/1000nen.hokkaido

↑心のこもった案内が好評のガイド

◆利⽤者からは概ね⾼評価！

⼿形の利⽤者は128⼈と初年
度にしてはまずまずの実績。

利⽤者からは「定期観光バス

と路線バスの双⽅を利⽤出来る

ことは非常に便利」などと好評

の声を頂きました。
特に地元の方がおもてなしの

心を持って町をご案内する「ガ
イド付きのプラン」を提供した
町への評価は極めて高く、今後
各町が連携した運営体制の強化
が求められます。

－ 今夏実施した実証実験の結果を総括 －

広域観光の枠組みづくりに一定の手応え 来年度も引き続き実施へ！

新幹線⽊古内駅活⽤推進協議会では、本年7〜8月に、木古内駅を拠
点とした二次交通と一体となった広域観光のあり方を検証するため、
函館バスが発売する定期観光バスと路線バスの双⽅を利⽤できる「江

差・松前千年北海道⼿形」と、各町が提供する滞在型観光メニュー

「千年北海道プラン」を連動した実証実験を⾏いました。

その結果を経て、去る10月17⽇（⾦）に本年度第2回目の協議会を
開催し、結果の総括及び次年度に向けた⽅向性の協議を⾏いました。

私たちが記事を書いてます

木古内町 地域おこし協⼒隊

新幹線地域活性特命チーム
《 はやぶさ０３ 》

ホームページとフェイスブック

で情報発信中

津山 睦浅⾒ 尚資

◆来年度も実施を決定！

新幹線開業に向けた誘客の枠
組みづくりとして一定の手応え
が感じられたことから、平成27
年度も引き続き実施することを

決定。
利⽤期間の拡⼤(7〜9月)やパ
ンフ・HPの⾒易さの改善、告知
活動の早期開始、地域ガイドを
前面に出したプランのブラッシ
ュアップなど様々な改善を図り、
利⽤拡⼤に努めていくことを確

認しました。

「ねぶた」寄贈に感謝！

９月22⽇（⽉）に⻘森県今別町
商⼯会理事の北⼭ 正さんが町を
訪れ自作の「ねぶた」を寄贈して
くださいました。北⼭さんは今年

3月に木古内町を視察で訪れ、両
町の交流を今後⼀層深めたいと感

じて下さったそうです。北⼭さん

の心がこもった「ねぶた」は役場
１階ロビーで暖かな灯を放ってお
りますので、どうぞご覧ください。

↑ ⽊古内最⼤の伝統⾏事の紹介に熱が

こもる野村宮司

－ 今別との絆 深まる －

木古内ふるさとスクール

新幹線開業前に町⺠⾃らが改めて町

のことを学ぶため、9月30日（火）に
「第２回木古内ふるさとスクール」が
開催されました。今回は佐⼥川神社の

野村広章宮司が「寒中みそぎ祭り」に
ついて講演。本殿にこもって⾏われる

鍛錬の様子や様々なしきたりなど、今
まで聞くことがなかったことを教えて
いただきました。野村宮司様、貴重な
お話しをありがとうございました。

↑ ねぶたを前に握⼿を交わす北⼭さん

(左)と⼤野副町⻑(右）

－ 新幹線を前に 町を知る －

◆わかりづらさをあげる声も！

利便性を評価する⼀⽅、余り

にも⾃由度が⾼いことから、旅

慣れない人がバス、プラン、宿
泊などを全て自分で手配するこ
とはハードルが高いのではとの
声も多く寄せられました。
今後は手形の用途をよりシン

プルにするとともに、わかりや
すいモデルコースを作ったり、
一定のコースについてはパッケ
ージ化し商品として販売するな
どの改善が必要と考えられます。


